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荒木　寛, 横山明弘, 岩崎直也, 河西佑介, 矢野倫太郎, 松本聡治朗, 横山陽香, 吉富　修,関野元裕, 原　哲也：

COVID-19肺炎における人工呼吸の開始基準 単施設後方視的検討. 日本集中治療医学会雑誌 30(Suppl.1): S441,
2023.

西垣明久,一ノ宮大雅,森本崇之,金子翔平,横山陽香,原　哲也：術前アスピリン内服が腹部大動脈人工血管置換術

における腸間膜牽引症候群の発生に与える影響. Cardiovascular Anesthesia 27(Suppl.): 291, 2023.

森　智崇,小澤栄介,澤瀬寛典,嶋倉　茜,高橋孝輔,鮎瀬 卓郎,矢野倫太郎,一ノ宮大雅,中尾一彦：内視鏡的逆行性胆

管膵管造影におけるデクスメデトミジン鎮静時のNasal High Flowによる鎮静安定化の検討 胆膵.
Gastroenterological Endoscopy 65(Suppl.2): 2083, 2023.

4



25 .

26 .

27 .

28 .

29 .

30 .

31 .

32 .

33 .

34 .

35 .

36 .

37 .

38 .

39 .

40 .

　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧
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Medicine 27(supple): 334, 2023.

山下和範：県と協働する災害医療人の育成 長崎大学病院災害医療支援室の取組. Japan Journal of Disaster Medicine
27(supple): 232, 2023.

山下和範：DMATの携行食体制 東日本大震災での反省. Japan Journal of Disaster Medicine 27(supple): 167, 2023.

山下和範：「被災者を支えるチーム連携と災害医療コーディネート」 災害時の協力体制 支援と自県. 日本災害

看護学会誌 25(1): 81, 2023.

村井清人, 佐伯和信, 遠藤大輔, 髙村敬子, 松本弦, 田口紘平, 弦本敏行：組織中における管腔走行の可視化を目的

とした組織透明化

法の検討. 日本解剖学会総会・全国学術集会抄録集 128: 196, 2023.
髙村敬子：第15回良順教育賞を受賞して. 長崎医学同窓会朋百 159: 10, 2023.

横山陽香,吉崎真依,中田　惟,樋田久美子,村田寛明,原　哲也：極型Fallot四徴症成人患者に対する乳房部分切除術

をPECSⅡブロックで管理した１症例. 日本区域麻酔学会学術集会プログラム・抄録集 10回: 163, 2023.

原　哲也：循環生理から循環作動薬の適応を考える. 日本歯科麻酔学会雑誌 51(抄録号): 78, 2023.

原　哲也：日本麻酔科学会「アナフィラキシーに対する対応」プラクティカルガイド. 日本歯科麻酔学会雑誌

51(抄録号): 82, 2023.
遠藤大輔, 西　啓太, 佐伯和信, 髙村敬子, 村井清人, 分部哲秋, 弦本敏行：CT 画像に基づく新規定量法を用いた枌

洞穴出土縄文人大腿骨粗線領域の形態解析. 日本人類学会大会プログラム・抄録集 77: 57, 2023.

弦本敏行, 遠藤大輔, 西　啓太, 佐伯和信, 村井清人, 髙村敬子：判別分析法を応用したヒト大腿骨皮質骨の骨粗鬆

度の定量的評価. 日本人類学会大会プログラム・抄録集 77: 68, 2023.

佐伯和信, 髙村敬子, 遠藤大輔, 村井清人, 扇浦正義, 弦本敏行, 分部哲朗：⻑崎市八百屋町遺跡出土の江戶時代初期
人骨 ―概報―. 日本人類学会大会プログラム・抄録集 77: 64, 2023.

髙村敬子, 弦本敏行：長崎大学におけるCST運営と将来展望. 医学教育

第55回日本医学教育学会大会予稿集 54(Suppl): 72, 2023.

遠藤大輔, 西　啓太, 今村　剛, 髙村敬子, 佐伯和信, 村井清人, 弦本敏行：大腿骨近位骨幹部断面に見られる内側

前方突出部位の体重

負荷に対する適応性は皮質骨菲薄化の進行に伴い減弱する. 日本解剖学会総会・全国学術集会抄録集 128: 194,
2023.
髙村敬子, 佐伯和信, 遠藤大輔, 村井清人, 中垣岳大, 西田教行, 弦本敏行：プリオン病 ： 現場での経験と対策. 日
本解剖学会総会・全国学術集会抄録集 128: 113, 2023.

山下和範：国民保護訓練における市内全医療機関の病院避難机上訓練について. Japan Journal of Disaster Medicine
27(supple): 370, 2023.

2023

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

90.743

67

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

3.490 5.041

B-a

2023

2023

41 55

A-c

67

78

論文数一覧

A-e SCI合計 合計 総計

2023 19 4 0 0 0 1823 4 2 8 0

A-a A-b B-b B-c B-d B-eA-d B-a

欧文論文総数 教員生産係数 SCI掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.295 0.885 0.783 0.692

総計

0 0 0 0 11 16 40

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計
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